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 研究要旨                         

日本膵臓学会膵癌登録（以下、膵癌登録と略記）の現状と課題に
ついて登録体制、悉皆性、データの精度管理の面から検討した。
膵癌登録は2012年に実装され2016年からNCDでの登録に一本化され
た。NCDでの登録は臨床疫学的研究やデータ管理の面で大きなメリ
ットがあると考えられたが、内科系施設からの登録に乏しいのが
課題と考えられた。日本膵臓学会は2017年から認定指導医の施設
認定の条件にNCD膵癌登録を取り入れたことから、今後内科系施設
からの症例登録増加により悉皆性が向上すると考えられる。 

  

 

Ａ．研究目的             
日本膵臓学会膵癌登録（以下、膵癌登

録と略記）における登録体制、悉皆性、
データの精度管理について現状と課題を
検討する。 

 
Ｂ．研究方法 

膵癌登録の登録体制、悉皆性、データ
の精度管理おける現状と課題を日本膵臓
学会膵癌登録委員会に問い合わせて調査
する。「人を対象とする医学系研究に関
する倫理指針」に従い研究を行う。 

 
Ｃ．研究結果             

膵癌登録は2012年からNational Clinic
al Database(NCD)に実装され、2016年よ
り従来の登録法からNCDでの登録に一本化
された。2016年には536診療科から計6955
件の膵腫瘍症例が登録された。悉皆性に
関してはNCDでは内科系施設からの登録に
乏しいのが課題となっている（2016年は
内科系施設9施設から計303件の登録がな
された）。日本膵臓学会では2017年7月か
ら認定指導医制度を発足させ、その施設
認定にNCD膵癌登録の入力を必須とした。
それにより内科系施設からの症例登録増
加が期待される。膵癌登録データの精度
管理はNCDに一任されている。 

 
Ｄ．考察               

NCDには医学統計専門家が所属しており
臨床疫学的研究やデータ管理の面で優れ
ていることから、NCDで臓器がん登録を行
うメリットは非常に大きいと考えられ
る。登録データの悉皆性は本邦の状況を
正確に把握する上で重要と考えられる。
認定指導医の施設認定にNCD膵癌登録の入
力を必須としたことは悉皆性向上の面で
大きな意義があると考えられる。 

 
 

Ｅ．結論               
膵癌登録をNCDで行うことは臨床疫学的

研究やデータ管理の面で大きなメリット
があると考えられる。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況    
 （予定を含む。）  
1. 特許取得 なし 
2. 実用新案登録 なし 
3. その他 なし 
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